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GoetheNovalisH61derlin,８，ＡｕＨ.,Leipzig/Berlin:Verlag
BGTeubner,１９２２．
ウイルヘルム・ディルタイ佐久間政一訳「詩と体験」
モナス１９３３（昭和８）年
ヴィルヘルム・ディルタイ服部正己訳「体験と文学」
第一書房1935（昭和10）年
ディルタイ箸柴田治三郎･小牧健夫訳「体験と創作(上・
下)」岩波書店１９６１（昭和36）年
（４）Gadamer,H-G,aaO(1),S５８
（５）梅根悟「労作教育新論」「梅根悟教育著作選集」第１
巻明治図書１９７７（昭和52）年ｐｌＬ
（６）同上ｐ77．
篠原助市「欧州教育思想史（下)」玉Ⅱ|大学出版部
１９７２（昭和47）年ｐ457．（｢『体験」なる語が精神科学
に対し重要な意義を有するに至ったのはディルタイ以後に
属する｣｡）
（７）渡部政盛「デイルタイ派の哲学とその教育学説」啓文
社１９２５（大正14）年
（８）入沢宗寿「デイルタイ派の文化教育学説」広文堂１９２６
（大正１５）年
五
○
(９）（５）と同じｐ77．
(１０）同上ｐｌｌ（「この本（『労作教育論」のこと－引用者注）
で、４０数年前に「最近の教育界で……」と語られている
ことのなかの多くは、今日の時点でも通用することかも知
れない｣｡）
(11）「特集／体験的学習で何を学ばせるか」「現代教育科
学」280号明治図書１９８０（昭和55）年５月ｐＰ５‐
１０７.参照
(12）矢野智司「体験を深めることの意味」文部省小学校課・
幼稚園課編集「初等教育資料」８月号（通巻689号）
１９９８（平成10）年８月東洋館出版社ｐ２．（「体験が本
当のところなぜ子供たちの成長にとって必要なのかについ
て、教育関係者のなかでも十分に共通の認識が得られてい
るわけではない｣｡）
文部省小学校課・幼稚園課編集『初等教育資料」１月号
（通巻715号）２０００（平成12）年１月東洋館出版社
ＰＬ（｢教育課程審議会の答申において体験の重視が述べ
られて以来、様々な場で『体験』が語られ、多くの学習や
活動に『体験』が冠されるようになった。しかしながら、
何をもって体験というのか、なぜ体験を重視する必要があ
るのかという根本的な問いかけに対しては、その回答があ
まりなされていないというのが現状ではないだろうか。う
わくだけの体験の重視は、育てるべき子供の資質・能力を
見失って、這い回る体験主義に陥ってしまう可能性がある
ことを危慎する｣｡）
(13）フランス哲学・思想に基づいて、ではあるが、森有正
は、「体験」と「経験」の区別について入念に論じている。
森有正『生きることと考えること』講談社１９７０（昭
和45）年
森有正『思索と経験をめぐって」講談社１９７６（昭和
５１）年
(14）中條宗助編著「ドイツ語類語辞典」三修社１９９５
教育学的概念としての田『｝の言一⑫。の独自性（助川）
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（平成７）年pp278-279
編者代表国松孝二「独和大辞典」小学館１９９０（平成
２）年ｐ698．
同上ｐ682
同上ｐｌ４０４
同上ｐ６８８
高久清吉「教育実践学教師の力量形成の道」教育出
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１９９６，ｓ３２２．
例えば次の二つの著作は、前者が『体験過程と意|味の創
造｣、後者が「体験学習一学習と発達の源としての体験」
と通常邦訳されている。
CendlinET.,ExperiencingandtheCreationofMeanin2 ,Ｎｅｗ
York:TheFreePressofGlencoe,１９６２．
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CliffS,Ｎ
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此Prentice-Hall,１９８４
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１９６１（昭和36）年ｐ７５０
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学大事典」第12巻鹿島研究所出版会１９７０（昭和45）
年ｐ222．
梶田正巳「学習・指導体験と発達（上）－体験学習理論
をめざして－」『児童心理」第４１巻第７号１９８７（昭和
６２）年６月ｐｌｌ４
(22）ボルノー箸浜田正秀訳「教育学の中の経験の概念」
「人間学的に見た教育学」玉川大学出版部１９６９（昭和
４４）年ppl59-202
(23）Gadamer,H-G,aaO(1),S329
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fUrPadagogik’１３Ｊ９，Ｎr２，Ａｐｒｉｌｌ９６７,Weinheim:Verlag
JuliusBeltz,Ｓ1４８．
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ebd,S227f
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玉Ⅱ|学園大学出版部１９５３（昭和28）年ppl63-164、
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(30）「非一知」という言葉は、バタイユ（GeorgesBataille）
の「非一知の体験」という概念をイメージしているわけで
はなく、“Erlebnis"の本質をシンボリックに表現するため
だけに用いられている。
ジョルジュ・バタイユ箸生田耕作訳「呪われた部分』
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思考」平凡社１９９９（平成11）年
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間編」東洋館出版社２００８（平成20）年８月ｐｐ３５‐
３７．
五
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